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第２回 開発霞ワークショップ

平成２５年９月２日（月）1０：00～1２：00 東温市役所４０３会議室

第１回ワークショップの検討結果および今回の検討課題

ファシリテータ の二神先生より、第１回ワークショップの検討結果および、これ
にもとづく今回の検討課題について説明がありました。

・３つの課題（①水の確保、②既存施設の有効活用、③地域での活用を考えた整備）
を解決するための方策

・保全対象生物（指標種）の抽出と、保全に向けた必要な方策

意見交換

今回のワークショップ参加メンバー1６名が４班に分かれ、検討課題につ
いて意見交換を行いました。抽出した意見を付箋紙に記入し、各班ごとに意
見集約を行いました。

意見発表および総括

各班で集約した意見について、代表者による発表が行われました。最後に、
ファシリテータの二神先生より、総括として以下のコメントを頂きました。

日時・場所

◇水の確保について
・水量をどの程度確保するかによって整備の方針が決まってくるだろう。
・色々な案があったが、今のところ取水井戸のグループが多かった。
・今回出た、佐古ダムの水利用，掘込み＋ポンプ案については、要検討。

◇既存施設の有効活用について
・エリア毎にメリハリをつけた整備が良い。
・子供や車椅子に優しい整備を行ってもらいたい。
・維持管理の問題も出てきた。

◇保全対象生物について
・色々な生物（植物、動物）が育っていくような環境が出来たらという
ことで、次回も継続して議論を行っていく。 2-144
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